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湘
南
日
仏
協
会
（
江
尻
敬

会
長
・
会
員
約
70
人
）
が
、

７
月
19
日
、
東
京
五
輪
・
フ

ラ
ン
ス
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

に
贈
る
“
激
励
サ
イ
ン
ボ
ー

を
立
て
た
と
い
う
縁
起
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
牛
飼
い
で
賑
わ
っ
た
の

は
、
月
読
命
に
牛
の
安
産
を

祈
願
す
る
た
め
で
し
ょ
う
。
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＊
霊
泉
湧
く
吾
妻
神
社

　
今
回
は
上
山
口
地
区
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
で
す

が
、
前
回
紹
介
で
き
な
か
っ

た
一
色
の
吾
妻
神
社
を
先
に

紹
介
し
ま
す
。
一
色
と
上
山

口
に
跨
る
標
高
90
ｍ
の
滝
ノ

台
山
に
あ
る
社
で
す
。

　
縁
起
に
は
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊

が
東
征
の
折
、
清
ら
か
な
泉

に
ひ
か
れ
て
休
息
さ
れ
た
霊

地
と
あ
り
ま
す
。
今
も
入
口

に
泉
が
湧
き
、
社
殿
の
脇
に

は
古
い
井
戸
が
残
っ
て
い
ま

す
。
泉
の
水
を
一
口
飲
ん
で

み
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
口

あ
た
り
で
し
た
。
こ
の
水
は

前
回
紹
介
し
た
森
山
神
社
の

世よ
は
か
り計
神し
ん
じ事
に
供
さ
れ
る
そ

う
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
霊
泉

で
す
。

　
＊
悲
し
き
東
征
伝
説
　
吾

妻
神
社
の
祭
神
は
、
日
本
武

尊
と
弟
お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

橘
媛
の
２
柱
で
す
。

弟
橘
媛
は
日
本
武
尊
の
東
征

に
従
い
、
上
総
国
に
渡
る
海

上
で
、
荒
波
を
鎮
め
る
た
め

に
入
水
し
た
女
神
で
す
。
神

社
の
名
も
、
東
征
の
帰
り
、

関
東
平
野
を
遥
か
に
望
み
、

媛
を
思
い
「
吾
妻
は
や
…
」

と
嘆
い
た
故
事
に
由
来
し
ま

す
。
関
東
に
は
同
名
の
神
社

が
他
に
も
あ
り
ま
す
。

　
＊
寒
暖
逆
転
す
る
ス
ポ
ッ

ト
　
境
内
で
は
、
５
つ
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
社
殿
の
前
の
２
つ

大

貫

昭

彦

一
色
・
上
山
口
の
パ
ワ
ー
地
図

　
お
参
り
を
済
ま
せ
た
大
根

会
の
皆
さ
ん
は
、
一
様
に
気

分
爽
快
の
ご
様
子
、
帰
り
は

声
が
弾
ん
で
い
ま
す
。
頭
痛

を
忘
れ
、
肩
や
腰
の
痛
み
が

消
え
る
。
こ
れ
が
、
い
つ
も

の
反
応
で
す
。

　
＊
日
月
神
社
の
風
景
　
吾

妻
神
社
を
下
り
、
日
本
武
尊

の
東
征
路
（
県
道
27
号
、
横

須
賀
葉
山
線
）
を
進
む
と
、

滝
ノ
坂
ト
ン
ネ
ル
、
新
善
光

寺
を
経
て
、
30
分
ほ
ど
で

日じ
つ
げ
つ月
神
社
で
す
。
１
時
間

に
２
本
の
バ
ス
を
利
用
す
れ

ば
、
上
山
口
小
学
校
停
留
所

か
ら
１
、２
分
で
す
。

　
神
社
と
言
っ
て
も
、
高
さ

１
ｍ
ほ
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
覆
い
屋
に
石
塔
が
一
つ

立
つ
ば
か
り
。
鳥
居
と
ケ
ヤ

キ
の
古
木
が
な
け
れ
ば
、
見

落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
な
村

の
鎮
守
で
す
。

　
＊
牛
飼
い
の
神
社
　
畑
仕

事
を
し
て
い
る
人
に
尋
ね
る

と
、
日ひ
づ
き月
神
社
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
た
だ
祭
神
は
不

明
。
祭
り
に
は
牛
飼
い
の
お

参
り
が
多
か
っ
た
と
い
う
断

片
的
な
話
ば
か
り
で
し
た
。

日月神社

そ
の
子
、
あ
る
い
は
兄
弟
神

と
さ
れ
る
月つ
き
よ
み
の読
命み
こ
と、

素す
さ
の
お
の

戔
鳴
命み
こ
とな
ど
で
、
日
本

武
尊
と
い
う
神
社
も
あ
り
ま

す
。
東
征
の
折
、
日
月
の
旗

　
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の
全
線

開
通
50
周
年
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
７
月
２
日
、
同
線
湘

南
江
の
島
駅
で
行
わ
れ
た
。

１
９
７
０
年
３
月
、
大
船
―

西
鎌
倉
間
で
運
行
を
始
め
、

翌
年
７
月
２
日
に
は
湘
南
江

の
島
ま
で
延
伸
し
、
全
線
が

開
通
し
た
。

　
公
募
し
た
50
周
年
記
念
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
発
表
と
表
彰
式

で
は
、
１
５
７
点
の
応
募
の

中
か
ら
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
葉
山
町
の
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
経
営
・
朝
川
賢
一
さ
ん
の

作
品
が
紹
介
さ
れ
た
＝
４
面

「
ひ
と
」
欄
に
ご
紹
介
。 

　
鈴
木
恒
夫
藤
沢
市
長
や
藤

沢
商
工
会
議
所
の
増
田
隆
之

会
頭
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
く

す
玉
割
り
で
節
目
を
祝
っ

た
。
そ
の
後
、
記
念
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
施
し
た
ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
装
着
の
５
６
０
１
編

成
の
湘
南
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の

出
発
を
見
送
っ
た
。 

　

　
尾
渡
社
長
は
「
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
す
す
み
、
昨
年
３
月

50
周
年
の
時
よ
り
明
る
い
気

持
ち
で
式
典
を
迎
え
ら
れ

た
。
今
日
ま
で
延
べ
４
億
７

千
万
人
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
50
年

も
地
域
の
人
々
と
走
り
続
け

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
鎌
倉
市
小
町
の
日
蓮
聖
人

辻
説
法
跡
地
に
隣
接
す
る
土

地
に
日
蓮
宗
の
鎌
倉
布
教
拠

点
の
六
角
堂
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
、
６
月
23
日
、
地

鎮
祭
が
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

　
近
隣
の
日
蓮
宗
・
妙
隆
寺

か
ら
僧
侶
ら
20
余
人
が
行
列

と
霊
水
井
戸
の
前
、
裏
山
の

２
つ
で
す
。
パ
ワ
ー
が
強
い

の
は
裏
山
の
２
つ
で
、
大
根

師
は
「
神
社
は
今
よ
り
高
い

所
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
霊

水
井
戸
の
パ
ワ
ー
も
強
い
よ

う
で
、
30
代
の
女
性
は
「
冷

気
が
渦
巻
い
て
身
体
が
揺
れ

る
ほ
ど
で
、
身
が
引
き
締
ま

る
」
と
言
わ
れ
、
70
代
の
女

性
は
「
暖
か
い
。
下
か
ら
熱

が
上
っ
て
き
ま
す
」
と
感
想

は
正
反
対
で
す
。
一
つ
の
ス

パワースポット地図（左）日月神社（右）吾妻神社

し
、
建
設
地
の
会
場
に
着
く

と
、
同
建
設
検
討
委
員
会
委

員
長
の
楠
山
泰
道
宗
務
所
長

を
大
導
師
に
読
経
が
行
わ
れ

た
。
地
鎮
祭
で
は
、
建
築
家

の
椎
名
純
さ
ん
、
施
主
の
中

川
法
政
宗
務
総
長
、
建
築
業

者
・
松
井
建
設
の
松
井
隆
弘

社
長
が
「
え
い
、
え
い
、
え

い
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
鎌

や
鍬
で
砂
山
を
掘
っ
た
。

　
挨
拶
で
中
川
宗
務
総
長

は
、「
土
地
取
得
か
ら
12
年

か
か
っ
た
が
、
日
蓮
聖
人
降

誕
８
０
０
年
の
今
年
、
こ
の

地
に
お
堂
が
で
き
る
こ
と
は

感
無
量
。
教
団
の
新
た
な
一

歩
と
な
る
、
お
参
り
で
自
分

記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
発
表

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
全
線
開
通
50
周
年

日
蓮
宗
布
教
の
拠
点
に

辻
説
法
跡
隣
接
地
に
六
角
堂
建
設

吾妻神社

牛
飼
い
は
、
そ
の
足
で
新
善

光
寺
も
お
参
り
し
た
そ
う
で

す
。「
牛
に
引
か
れ
て
善
光

寺
参
り
」
で
す
。

　
＊
日
月
神
社
の
パ
ワ
ー
　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
社
殿
の

裏
の
ケ
ヤ
キ
と
シ
ュ
ロ
の
木

の
周
り
の
２
カ
所
。
ケ
ヤ
キ

の
北
東
側
の
ス
ポ
ッ
ト
は
土

み
ん
な
の
け
ん
ち
く
学
校
の
参
加
者
た
ち

＝
５
月
、
宝
庵
で

の
匂
い
が
し
て
、
前
に
引
く

力
が
強
い
よ
う
で
す
。
悪
臭

で
は
な
い
の
で
、
素
直
に
力

を
受
け
て
い
る
と
、
気
分
が

よ
く
な
る
そ
う
で
す
。
西
側

の
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
腰
の
痛

み
が
消
え
た
と
い
う
声
を
聞

き
ま
し
た
。

　
日
月
神
社
の
先
の
杉
山
神

社
も
参
り
た
い
社
で
す
。
祭

神
は
大
国
主
命
と
海
中
出
現

の
神
。
社
殿
の
な
い
時
代
、

杉
の
葉
で
仮
社
を
造
り
、
鎮

座
し
た
と
か
。
鳥
居
に
か
け

て
ま
っ
す
ぐ
冷
気
が
通
り
、

社
殿
の
前
に
強
力
な
３
つ
の

ス
ポ
ッ
ト
。
参
れ
ば
、
き
っ

と
心
洗
わ
れ
る
神
社
で
す
。

ド
と
お
菓
子
”
を
鎌
倉
市
役

所
に
届
け
た
＝
写
真
。

　
同
協
会
は
、
２
０
１
９
年

８
月
15
日
、
鎌
倉
で
強
化
合

宿
中
の
フ
ラ
ン
ス
セ
ー
リ

ン
グ
チ
ー
ム
31
人
を

招
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
２

団
体
と
共
催
で
、
歓

迎
会
を
開
催
。
監
督

や
選
手
た
ち
は
、
日

本
側
出
席
者
30
人
と

杯
を
交
わ
し
、
琴
と

フ
ル
ー
ト
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
観
賞
し

た
り
、
食
事
を
し
な

が
ら
楽
し
く
談
笑
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
１

年
延
期
さ
れ
た
東
京

五
輪
に
際
し
、
同
会

は
、
今
年
も
一
昨
年

同
様
歓
迎
会
を
開
き
た
い
と

思
っ
た
が
、
現
状
で
は
か
な

わ
ず
、
前
回
の
歓
迎
会
の
写

真
や
、
在
仏
会
員
を
含
む
同

会
員
の
写
真
と
１
カ
月
が
か

り
で
集
め
た
会
員
の
サ
イ
ン

を
入
れ
た
歓
迎
・
激
励
パ
ネ

ル
を
準
備
し
た
。
差
し
入
れ

の
鳩
サ
ブ
レ
ー
の
缶
は
、
会

員
の
深
谷
典
子
さ
ん

が
“A

ア

レ

llez L

レes B

ブ
ル
ー

leus! 
B

ボ

ン

onne C

シ
ャ
ン
ス

hance!

”（「
レ
ッ

ツ
ゴ
ー
フ
ラ
ン
ス
、幸
運
を
」

の
意
味)

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

イ
ラ
ス
ト
で
彩
っ
た
。

　
江
尻
会
長
は
「
日
仏
の
相

互
理
解
と
友
好
親
善
促
進
に

少
し
で
も
寄
与
で
き
た
ら
う

れ
し
い
」
と
話
し
、
松
尾
崇

市
長
は
「
皆
さ
ん
の
熱
い
思

い
を
し
っ
か
り
と
選
手
の
皆

さ
ん
に
伝
え
ま
す
」
と
仲
介

を
引
き
受
け
た
。

　
今
回
、
選
手
14
人
を
含
む

34
人
の
仏
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー

ム
が
来
日
し
て
い
る
。

た
展
示
ホ
ー
ル
を
建
設
す

る
。像
は
、本
山
・
身
延
山
の

本
堂
の
庭
の
ク
ス
の
木
を
使

い
、
高
さ
１
８
０
㎝
の
立
像

を
造
る
。
制
作
に
あ
た
っ
て

い
る
身
延
山
大
学
仏
教
学
部

の
柳
本
伊
左
雄
特
任
教
授
は

「
壮
年
期
の
布
教
の
意
欲
に

燃
え
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
」と
話
す
。

　
今
年
中
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。

記念ロゴのヘッドマークを
装着した湘南モノレール

ポ
ッ
ト
が
冷
気
と
熱
気
を

発
し
て
い
る
。
狐
に
つ
ま

ま
れ
た
気
分
で
す
。

　
調
べ
て
み

る
と
、
日
月

神
社
は
千
葉

県
に
多
く
、

読
み
も
「
ひ

づ
き
」「
じ

つ
げ
つ
」
な

ど
様
々
で

す
。
祭
神
は

天
照
大
神
と

を
覚
醒
す
る
こ
と
を
全
国
に

広
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
あ
と
参
加
者
全
員

で
、「
六
根
清
浄
」
を
唱
え

な
が
ら
敷
地
に
46
本
の
一
升

瓶
の
清
酒
を
撒
い
た
。

　
日
蓮
宗
宗
務
院
は
、
２
０

０
９
年
11
月
に
土
地
を
取
得

し
た
。
総
面
積
約
３
７
８
㎡

（
約
１
１
４
坪
）。
鎌
倉
布
教

拠
点
建
設
検
討
委
員
会
を
発

足
し
て
、
２
０
１
８
年
か
ら

本
格
的
に
検
討
に
入
っ
た
。

　
日
蓮
聖
人
の
こ
と
を
広
く

知
っ
て
も
ら
い
、
聖
人
と
向

か
い
合
え
る
施
設
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
て
、
延
床
面

積
約
１
１
２
㎡
、
日
蓮
像
を

奉
安
す
る
六
角
堂
、
そ
の
奥

に
備
品
庫
と
ト
イ
レ
を
備
え

湘
南
日
仏
協
会

仏
チ
ー
ム
に

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ


